
⿅児島海上保安部
お問い合わせ 鹿児島海上保安部交通課〒892-0822 ⿅児島市泉町１８－２－５０

099-805-1002 検索

プレジャーボートの船⻑さ〜ん！

ボートフィッシングを安全に楽しみましょう！

海の安全推進サポーター 上園歩美さん

 自船の安全確保三か条
１ 出港前、機関や燃料等の点検の実施

２ 常時⾒張りの徹底

①

②

③

・発航前には、「残燃料の確認」、「バッテリー電圧の測定」など、船体、
エンジン回りの点検をしよう！

・常に周囲の船舶等に注意し、錨泊中、漂泊中も見張りを
しっかりと行いましょう！

・知り合いや、ご家族の方には目的地、出港時間、入港時間を伝えておこう！

残燃料よし、
エンジンオイルよし、
バッテリーよし、

近づいて来る船はい
ないかな・・・

今日は○○時に出
発して□□に行くか
ら、帰りは△△時頃
になります。

何かあったときは、すぐ
に呼んでください。3 故障時に備え、救助支援者の確保

※海上での運航不能は、転覆、乗揚にもつながります。
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衝突・乗揚等 機関故障等

機関故障等

41%

衝突

10%

浸水

9%

乗揚

7%

転覆

7%

火災

2%

無人漂流、推進器障害、

荒天難航、操船技能不足等
24%

運航不能
68隻 65%

◇機関故障

機関故障等の事例

１．付録の「発航前検査チェックリスト」を活用頂き、日常点検及び発航前点検を行う。

２．専門業者等プロによる定期的なメンテナンスを行う。久しぶりの出港時要注意！

※ほとんどの機関故障等の事故は防ぐことができます。

どうしたら予防できるの？

春先に増加してるなぁ…

事故種類別発生状況（過去５年間） 月別発生状況（過去５年間）

ＰＢ
海難発生隻数

１０５隻
（過去5年間）

【鹿児島海上保安部管内のプレジャーボート海難の発生状況】

（隻）

鹿児島管内で起きているＰＢ海難のうち、約４割が機関故障等による運航不能です。

気象・海象の現況、海上工事の状況などの「海の安全情報」を提供しています。

※運航不能とは・・
運航に必要な設備の故障等によ
り航行に支障が生じたもの

気象・海象の現況、海上工事の状況などの「海の安全情報」を提供しています。

http://www.mesa.or.jp/jigyou.htmlhttps://www6.kaiho.milt.go.jp/info/marinesafety/jikotaisaku.html

鹿児島湾内でＰＢ海難が多発しています！
※船舶海難のうち、約５割がプレジャーボート（ＰＢ）によるものです！

定期的な専門業者による整備、発航前点検の励行を！

（一社）日本船用機関整備協会海上保安庁

・予備バッテリーを準備せず、エンジン

を止めた状態で、魚群探知機などを使

用したため、バッテリーがあがった。

・長期間未使用のバッテリーを点検せ

ず出航、エンジン停止・始動を繰り返す

うちにバッテリーがあがった。 など

◇燃料欠乏（ガス欠）

◇バッテリー過放電

・ 燃料系（フィルタ詰まり、空気・水の混入など）

・ 冷却水系（フィルタ詰まり、インペラ未交換など）

・ 電気系（点火プラグ不調、セルモータ故障など）

・ その他（クラッチオイル量の未確認、漏れなど）

海難防止キャラクター

「ハルちゃん」

http://www.mesa.or.jp/jigyou.htmlhttps://www6.kaiho.milt.go.jp/info/marinesafety/jikotaisaku.html




バッテリー（鉛蓄電池）の正しい使い方

急なバッテリーあがりによる船舶事故を防止するため、
エンジン始動用の予備のバッテリーを準備して出航するようにしましょう。
また、アクセサリー専用のバッテリーを搭載しましょう。
予備バッテリーも同様に点検し定期的な交換を推奨します。


